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 全てのユーザーが New SourceOECD を支障
なくご利用いただけるようになるまで、既存

のwww.sourceoecd.orgサイトを削除するこ
とはございませんので、ご安心ください。 
 

News Letter

Introducing New SourceOECD  
SourceOECDのサイトが新しくなります！ 
 2000 年 11 月のサービス開始以来、SourceOECD
の利用件数は大幅に伸び続けています。2003 年中
にダウンロードされた PDF ファイルは、10 万件に
達する見通しで、統計データベースの利用も確実

に 10万件を越える見込みです。 
 
大幅な利用件数の増加に伴い、OECD はテクニ
カル・パートナーである Ingenta 社に SourceOECD
サイトの根本からの再構築を依頼しました。その

成果が、New SourceOECDです。 

現在、SourceOECD をご利用になっていらっしゃる利用者が、新しいサイトに戸惑うことがないように、
構成はシンプルかつユーザーフレンドリーにできています。New SourceOECD は、IngentaSelect システムか
ら主要な部分を利用して構築されました。これは、Ingenta社が構築している OECD以外の多くのポータルで
も利用されているものです。その中には有名な Emerald サービスなどがあります。世界銀行の新しい E-ライ
ブラリーやオックスフォード大学の E-ライブラリーも、同じ技術を使っています。 
 

新機能：図書館にお勧めしたい理由 
 アクセス速度と安全確保のための 

ミラーリング 

New SourceOECD のサービスは、世界中 35 ヶ
所でミラーリングされるようになります。現在の

1 ヶ所のサーバーのみによるサービスと比較する
と使い勝手が大きく向上します。ある 1 ヶ所のサ
ーバーへのアクセス件数が増加すると、自動的に

アクセス件数の少ないサーバーにつながります。

あるサーバーがクラッシュした場合も同様です。

ただし SourceOECD Statisticsだけは、Beyond 20/20 
Webserverを利用しておりミラーリングができない
ので、現在の 1 ヶ所のサーバーからのサービス提
供となります。これは、SourceOECD の次なる課
題として取組んで参ります。 

http://www.sourceoecd.org
http://www.oecdtokyo.org
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 検索機能が大幅に向上・・・ 

今までのサーチ機能では、タイト

ル、限られたキーワード、ISBN など
でしか検索することができませんで

した。New SourceOECD には、PDF
ファイルの全文検索の機能の他、検

索対象を単行本か定期刊行物の何れ

かに限定することができます。よく

利用するタイトルを‘Marked Lists’に
残し、後で呼び出すこともできま

す。AND、OR などの演算子を使うこ
ともできます。新しい検索ツール

は、ユーザーが探している資料に素

早くナビゲートします。 
また、その検索結果を保存するこ

とも可能です。ユーザーは検索結果

を保存して後で参照することが出

来、さらに、その検索結果の中のペ

ージが更新されるごとに E メールを
受け取るように設定することができ

ます。 

New SourceOECDトップページの検索エンジン。 
今までのキーワードを入力するボックスだけのシンプルなも

のから、Books, Periodicals などのパッケージ別に検索できる
ようになりました。 

New 
SourceOECDの
Advanced Search
には、検索する対

象を細かく指定す

ることができるよ

うになりました。

複数のキーワード

を ANDや ORで
つないで検索する

こともできます。

 
 クリックの回数が減ります 

探している資料にたどり着くまでにクリックする

ボタンの数をできるだけ減らしました。定期刊行物

とデータベースの中には、サイトを構築し直し、そ

のタイトルのトップページに最新号の目次が表示さ

れるようにしたタイトルもあります。テーマ別の

Books については、これからさらに機能を向上させ
る必要があり、すでに開発を進めています。 

New SourceOECD の Periodicalsのトップページ。タイトルを
検索したり、最近更新されたタイトルのリストを表示したりす

ることができます。 
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 豊富なコンテンツを様々なフォーマットで 

New SourceOECD では、オンライン上の資料を
様々なフォーマットでご覧になることができます。

中でも、PDF ファイルに掲載されているグラフをク
リックすると、その元になっているデータをエクセ

ルの表でダウンロードできるサービスは、特にお勧

めです。この新機能を搭載した最初のタイトルが、

もうまもなく SourceOECD からご利用いただけるよ
うになります。また、以前は CD-ROM でご提供して
いた Future Trendsも SourceOECDに加わり、2004年
3 月頃までには 800 タイトルを越す OECD Working 
Papersもご利用いただけるようになります。 

New SourceOECDでは、今まで OECDホームペー
ジにテーマごとにバラバラに掲載されていた

Working Paperが一つのサイトにまとまります。 

2004年 3月頃にサービスを開始する予定です。 

 
 ユーセージリポート：COUNTER 

New SourceOECDでは、ご購読機関の
SourceOECDご担当者はいつでも利用統計をダウン
ロードすることができます。当面は定期刊行物へ

のアクセス件数のみがご覧になれますが、間もな

くモノグラフと統計データベースの利用統計もご

利用いただけるようになります。是非、従来の雑

誌のご利用状況と比較してみてください。 

New SourceOECDの Librariansコーナーでは、SourceOECD
の購読の管理をしていただく図書館の方に役立つ情報をご提供

しています。 

 
 EasyLinks 

シンプルなコード設定により、定期刊行物、データベー

ス、そして単行本の個別のタイトルまで、簡単にリンクを

張れるようになります。単行本については、New 
SourceOECDの URLの後にそのタイトルの ISBNを入力す
るだけで、その本のページに入ることが出来るのです。

例：http://new.SourceOECD.org/9264102337 
※ このサービスは、当面は SourceOECD Booksをパッケー
ジでご利用いただいている方向けです。テーマ別でご購

読いただいている方のリンク方法は、後日詳しくお知ら

せいたします。 
左の例に挙げた URLをクリックすると、このようなペ
ージが開きます。章別に必要な部分だけをダウンロー

ドできるようになっています。 
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現在のサイトからの移行 

現在、New SourceOECDはベータバージョンがリリースされております。2004年 1月には、公式サイト
としての運営が始まります。また、2004年 3月末までは、現在の SourceOECD(www.sourceoecd.org)と並行
して New SourceOECDを運営していきます。現在のサイトにリンクを張っているご利用者が、アクセス
を妨げられることなく新しいサイトにリンクを張る時間を確保する為です。既存のサイトを削除する際に

は、必ずご利用機関にご連絡を差し上げます。新しいサービスは、下記の新しい URLでご提供します。 
http://new.sourceocd.org 

 
既存の URL、http://www.sourceoecd.orgは、皆さんが新しい URLに移行されたことを確認するまで、ご
利用いただけます。 

 

New SourceOECDへの移行のプロセス 
 

ユーザーネーム、パスワードを登録していただく

画面です。※ 登録方法は後日お知らせします。 

 ご意見をお寄せください 
新しいサイトに切り替わることで起こりうるト

ラブルには万全の態勢で臨んでおりますが、万

が一問題がございましたら、ご連絡ください。

また、ご質問、ご意見なども是非お寄せくださ

い。 
SourceOECD Team in OECD Tokyo Center 
小野田 迅児 : shunji.onoda@oecd.org 
高橋 しのぶ : shinobu.takahashi@oecd.org 
 
 

 
  IP access をご利用の方 

IPアドレスを登録してご利用いただいている方
は、この移行については特別な手続きは必要あり

ません。OECDが新しいシステムに皆さんの IPア
ドレスを登録します。図書館、図書室のご担当の

方は Librarian Accountをセットアップして、すぐに
利用統計をご利用いただけます。始めにユーザー

ネームとパスワードの登録が必要です。 
 

 ユーザーネームとパスワードをご利用の方 
新しいサイトで再度ユーザー登録していただく必

要があります。恐れ入りますが、後日お送りしま

すユーザーガイドに従って、ユーザーネームとパ

スワードを改めてご登録ください。 
 

 リモートアクセスをご利用の方 
新しいユーザー登録をしていただく必要がありま

す。後日、Eメールで全登録者に再登録のお願いを
ご送付いたします。New SourceOECDでは、リモ
ートアクセスのためのユーザーネームとパスワー

ドの登録には、ご所属機関の図書館員による承諾

あるいは登録が必要になります。 
 

 

http://new.sourceocd.org

